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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

回次
第33期
第３四半期
連結累計期間

第34期
第３四半期
連結累計期間

第33期

会計期間
自  平成23年１月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年１月１日

至  平成24年９月30日

自  平成23年１月１日

至  平成23年12月31日

売上高 （千円） 1,316,500 1,350,512 1,917,462

経常損失（△） （千円） △108,610 △109,021 △147,591

四半期（当期）純損失（△） （千円） △71,887 △147,273 △233,023

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △98,152 △162,864 △251,201

純資産額 （千円） 4,808,234 4,453,783 4,655,185

総資産額 （千円） 5,551,671 5,693,507 5,658,475

１株当たり四半期（当期）
純損失金額（△）

（円） △46.70 △95.68 △151.38

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 86.6 78.2 82.3

　

回次
第33期
第３四半期
連結会計期間

第34期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日

至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日

至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △14.55 △31.08

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第33期第３四半期連結累計期間及び第33期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額について

は、１株当たり四半期（当期）純損失であり、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載してお

りません。また、第34期第３四半期連結累計期間は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第33期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】
当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による景気停滞から好転の兆しが見え始めたこ

と等により回復の動きが見られましたが、欧州債務不安に伴う世界的な景気下振れリスクが再燃していることに加

え、円高が長期化していること等が影響し、景気の先行きは不透明な状態で推移いたしました。

当社グループの関連市場である路線バス業界においては、バス事業者の設備投資が抑えられる傾向はあるものの、

地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う運賃箱の改修及び代替投資等を中心に推移しました。

このような状況のもとで当社グループは、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う設備投資案件の取

り込みを行うだけでなく、「バス統合管理システム」の拡販を推進し、積極的な営業活動により当社製品のシェア拡

大に努めてまいりました。

しかしながら、地方のバス事業者において設備投資計画が延期・縮小基調で推移したことにより、業績は低調に推

移いたしました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,350,512千円（前年同四半期比2.6％増）、営業損失は

123,150千円（前年同四半期は142,968千円の営業損失）、経常損失は109,021千円（前年同四半期は108,610千円の

経常損失）、四半期純損失は147,273千円（前年同四半期は71,887千円の四半期純損失）となりました。

なお、当社グループは路線バス用運賃収受関連製品の開発、製造、販売、アフターサービスを一貫して行っており、

単一のセグメントでありますので、セグメント情報を記載しておりません。従いまして、以降品目別の記載を行って

おります。品目別の販売の状況は次のとおりであります。

　
①運賃箱関連

運賃箱関連の売上高は364,571千円（前年同四半期比26.4％増）となりました。即時計数式運賃箱（ＦＡＮ型（注

１）及びＦＮＳ型（注２））の売上高が192,925千円（前年同四半期比52.1％増）、汎用型運賃箱（ＮＺＳ型（注

３））の売上高が107,586千円（前年同四半期比31.4％増）となりました。

②カード機器関連

カード機器関連の売上高は187,015千円（前年同四半期比51.8％増）となりました。ＰＡＳＭＯ関連機器の売上高

が71,647千円（前年同四半期比219.2％増）となりました。

③その他のバス用機器

その他のバス用機器の売上高は236,390千円（前年同四半期比17.9％減）となりました。サーマル整理券発行機の

売上高が58,359千円（前年同四半期比30.4％減）、データ集計機器関連のソフトの売上高が6,250千円（前年同四半

期比88.5％減）となりました。

④部品・修理及び商品

部品・修理の売上高は489,432千円（前年同四半期比9.0％減）となりました。売上高の内訳は部品198,210千円

（前年同四半期比19.3％減）、修理291,222千円（前年同四半期比0.3％減）となっております。

整理券用紙及びＬＥＤ式運賃表示器等の商品の売上高は73,101千円（前年同四半期比7.6％減）となりました。

　
（注１）ＦＡＮ型運賃箱：昭和61年に開発した当社初の即時計数式運賃箱であるＦＡ型の処理速度を向上させ、

後継機種として平成14年に発売した即時計数式運賃箱であります。

（注２）ＦＮＳ型運賃箱：バス車内のバリアフリー化に対応するため、ＦＡＮ型運賃箱と同等の性能を確保した

うえで、筐体幅の薄型化（ＦＡＮ型運賃箱比マイナス32ｍｍ）を実現した即時計数式運賃箱であります。

 

（注３）ＮＺＳ型運賃箱：平成19年発売の「汎用型運賃箱」。20年以上に渡って生産されていた、ＮＺ型運賃箱の

後継機種として開発いたしました。ＮＺ型運賃箱と金庫が共通であるため、同機種を使用しているバス事
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業者において、精算装置を代替する必要がなく、導入コストを抑制することが可能なスリム型の運賃箱で

あります。

　
（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
（3）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における研究開発活動の金額は、79,111千円であります。なお、当第３四半期連結累計

期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　
（4）生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、非接触ＩＣカードシステム導入に伴う設備投資案件を受注したことにより、

受注高及び受注残高が著しく増加しています。

当第３四半期連結累計期間の受注状況を主要品目ごとに示すと、次のとおりであります。

品目 受注高(千円) 前年同期比(％) 受注残高(千円) 前年同期比(％)

運賃箱関連 550,807 184.3 379,247 278.2

カード機器関連 521,224 274.5 549,973 409.1

その他のバス用機器 464,946 213.6 308,642 351.6

部品・修理 595,576 96.4 148,199 116.9

商品 77,305 46.1 105,236 107.4

合計 2,209,860 148.1 1,491,299 255.7

(注) １．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】
(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,800,000

計 4,800,000

　
②【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成24年９月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成24年11月12日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 1,539,600 1,539,600
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

１単元の株式数は、
100株であります。完
全議決権株式であり、
権利内容に何ら限定
のない当社における
標準となる株式であ
ります。

計 1,539,600 1,539,600 － －

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年７月１日～

平成24年９月30日
－ 1,539,600 － 319,250 － 299,250
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　
(7) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 300 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,538,800 15,388 －

単元未満株式 普通株式 500 － －

発行済株式総数 　 1,539,600 － －

総株主の議決権 － 15,388 －

(注) １．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式が63株含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　
②【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

株式会社

小田原機器

小田原市中町

一丁目11番３号
300 － 300 0.02

計 － 300 － 300 0.02

　
２ 【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成24

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,256,318 1,072,109

受取手形及び売掛金 557,682 399,020

有価証券 1,854,607 1,826,272

商品及び製品 958 3,782

仕掛品 140,872 546,360

原材料及び貯蔵品 214,336 300,017

繰延税金資産 79,085 39,570

未収還付法人税等 11,180 －

その他 21,380 49,968

貸倒引当金 △4,500 △3,200

流動資産合計 4,131,921 4,233,899

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 173,777 163,134

機械装置及び運搬具（純額） 5,773 1,251

土地 238,226 238,226

その他（純額） 31,172 19,686

有形固定資産合計 448,950 422,300

無形固定資産

その他 21,605 15,350

無形固定資産合計 21,605 15,350

投資その他の資産

投資有価証券 734,886 783,121

繰延税金資産 44,490 54,892

その他 301,084 208,406

貸倒引当金 △24,463 △24,463

投資その他の資産合計 1,055,997 1,021,957

固定資産合計 1,526,554 1,459,607

資産合計 5,658,475 5,693,507

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

四半期報告書

 8/15



(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 337,939 520,748

短期借入金 120,000 120,000

賞与引当金 23,425 53,895

製品保証引当金 157,692 36,427

その他 83,240 219,669

流動負債合計 722,296 950,740

固定負債

退職給付引当金 144,461 154,581

役員退職慰労引当金 136,411 134,282

その他 120 120

固定負債合計 280,993 288,983

負債合計 1,003,290 1,239,723

純資産の部

株主資本

資本金 319,250 319,250

資本剰余金 299,250 299,250

利益剰余金 4,011,762 3,826,006

自己株式 △276 △331

株主資本合計 4,629,986 4,444,174

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 25,199 9,608

その他の包括利益累計額合計 25,199 9,608

純資産合計 4,655,185 4,453,783

負債純資産合計 5,658,475 5,693,507
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 1,316,500 1,350,512

売上原価 989,938 964,843

売上総利益 326,561 385,669

販売費及び一般管理費 469,530 508,819

営業損失（△） △142,968 △123,150

営業外収益

受取利息 12,342 9,675

受取配当金 2,902 3,740

受取保険料 18,798 13

助成金収入 2,020 －

貸倒引当金戻入額 － 1,300

その他 3,130 1,482

営業外収益合計 39,194 16,211

営業外費用

支払利息 1,139 1,012

売上割引 2,191 1,049

リース解約損 1,200 －

その他 306 21

営業外費用合計 4,836 2,083

経常損失（△） △108,610 △109,021

特別利益

固定資産売却益 200 7,850

特別利益合計 200 7,850

特別損失

固定資産売却損 145 －

固定資産除却損 492 154

減損損失 － 6,209

特別損失合計 638 6,363

税金等調整前四半期純損失（△） △109,048 △107,535

法人税、住民税及び事業税 2,101 2,117

法人税等調整額 △39,262 37,620

法人税等合計 △37,161 39,738

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △71,887 △147,273

四半期純損失（△） △71,887 △147,273

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

四半期報告書

10/15



【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △71,887 △147,273

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △26,265 △15,591

その他の包括利益合計 △26,265 △15,591

四半期包括利益 △98,152 △162,864

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △98,152 △162,864
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。
　

　
【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

減価償却費 42,788千円 32,733千円

　
（株主資本等関係）

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成23年３月29日

定時株主総会
普通株式 38,485利益剰余金 25平成22年12月31日平成23年３月30日

　
２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
配当の原資

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成24年３月28日

定時株主総会
普通株式 38,482利益剰余金 25平成23年12月31日平成24年３月29日

　
２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

　
　

EDINET提出書類

株式会社小田原機器(E22554)

四半期報告書

12/15



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製造

販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日）

当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製造

販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。

　
（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
  至  平成24年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △46円70銭 △95円68銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純損失金額（△）(千円) △71,887 △147,273

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）(千円) △71,887 △147,273

普通株式の期中平均株式数(株) 1,539,380 1,539,273
　 　 　

(注) １．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失金額であり、また希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。 

　
（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　
２ 【その他】
該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月８日

株式会社小田原機器

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    長    田    清    忠    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    月    本    洋    一    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社小田原機器の平成24年１月１日から平成24年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成24年７月１日から平成24年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年１月１日から平成
24年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社小田原機器及び連結子会社の平成24
年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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